
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

栃木県庁農政部のTwitterアカウントでは食と農に関

する情報や技術情報、さらには農産物の放射性物質検

査結果等の情報をツイートしています。センター情報

もツイートしますのでこちらもご覧ください。 

 

https://twitter.com/tochigi_nousei 
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研究紹介                             

乳牛の暑熱対策にむけたアプローチ 

  

７月3 日（月）、県那須庁舎会議室にて畜産関係研究セミナー（酪農部会）を開催し、酪農

生産者や酪農関係者をはじめ、県機関、県農業大学校の学生等、84 名が参加しました。 

特別講演として、北里大学獣医学部鍋西准教授から「酪農における暑熱対策に係る新たな知

見について」というテーマで講演いただき、近年の気候変動に起因すると言われている夏の猛

暑にいかに対応していくか、その具体的な技術から課題までをわかりやすく解説いただきまし

た。これから本格的な暑熱期を迎えるにあたり、内容的にもタイムリーであったため多くの方

に参加いただきました。 

 

鍋西准教授の講演内容にもあった、暑熱環境と乳牛の行動データをリンクさせて分析し環境

の影響を見える化していく技術については、センターでも取り組んでおり、装着した「動態セ

ンサー」（写真１）により、牛の様々な行動（起立、横臥、反すう、採食等）を牛舎内環境デ

ータと同時に記録するシステムを導入し、環境変動と乳牛の行動との関連性について分析を行

っています（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１ ネックベルト装着されたセンサー 



 

併せて、乳牛の第一胃の働きへの暑熱の影響を検討するため、第一胃内留置型・無線式の

pH センサー（写真２）を活用し、４頭の乳牛で調査を行いました。       

結果は分析中ですが、pH センサーは第一胃内の温度も同時にモニタリングでき、小型温度

計の腟内挿入による深部体温と高い相関が確認されました（図２）。 

このことから、今後はpH センサーにより、環境変化が深部体温に与える影響についても検

討が可能であると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（乳牛研究室） 

図1 THI データと行動データの比較 

図２ pH センサーによる第1 胃内温度と膣内深部体温との相関 

写真2 無線式pH センサー 



成果情報                             
豚の分娩モニタリング技術の開発 

 

養豚経営において、母豚１頭当たり年間肥育豚出荷頭数の向上は、極めて重要な課題です。 

 

【現状】離乳率：89.0%、離乳後事故率：6.5％、死産割合：10％程度 

⇨ 分娩時、哺乳期における事故防止に寄与する技術の開発は、収益性を向上させる 

ための有用な技術となります。 

 

そこで、死産及び哺乳子豚の圧死等の事故発生数低減を目的として行った、ＩＣＴ等の先端技術

を活用したモニタリング技術についての成果を紹介します。  

 

①サーモグラフによる分娩前後の母豚の体表面温度測定 
 

 

 

 

 

 

 

 

      

分娩７日前から分娩３日後まで母豚の体表面温度（19 か所：陰部、尻、顔等）をサーモ 

グラフで測定しました。その結果、尻部位で分娩２日前と１日前に有意差が見られたことか 

ら、尻部位の表面温度の測定により、分娩時期が推定できることが明らかとなりました。 

   

②無看護分娩下における母豚・子豚の観察 
  分娩状況観察を行ったところ、死産数と分娩時間、娩出間隔の間に有意な正の相関が見ら

れたことから、死産数の抑制技術の一つとして、分娩時間と娩出間隔の制御が有効であるこ

とが明らかとなりました（下表）。 

 

    表 分娩成績の相関係数 

 

  また、死産子豚の原因を見たところ、虚弱で生まれてきたため初乳が飲めずに死亡した子

豚が死産の３割を占めていたため、無看護下で死産数を減少させるためには、虚弱子豚をい

かに蘇生させるかが重要であると考えられました。 

（養豚研究室） 



トピックス                           

もみがらくん炭を使った子実用トウモロコシ栽培 

当センターでは今年度から、農業試験場で製造した『もみがらくん炭（バイオ炭）』を試験

ほ場にまき、子実用トウモロコシを栽培しています。 

バイオ炭とは、燃焼しない水準に管理された酸素濃度の下、350℃超の温度でバイオマスを

加熱して作られたものを指し、木炭や竹炭、もみがらくん炭などが該当します。バイオ炭は畑

にまいても分解されにくく、炭素を土壌に長期間貯留することができるため、地球温暖化対策

として注目されています。 

５月下旬に播種したトウモロコシは、現在順調に生育中です。今後は、バイオ炭をまいたこ

とによる生育や収量への影響について調査を進めて参ります。     （草地飼料研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畜産関係研究セミナー（肉牛部会）を開催しました！ 

 5 月31 日、当センター肉牛牛舎にて畜産関係研究セミナー（肉牛部会）を開催し、畜産振興

課や農業振興事務所など17 名が参加しました。 

肥育牛に超音波をあてて肉質を診断する装置の操作や、繁殖雌牛の外貌や触診から栄養度を判

定する実習を行いました。超音波肉質診断は、機器の操作はもちろん、画像から肉質や肉量を推

定するには高度な専門技術が必要です。 

当センターでは、本県の肉用牛の更なる振興のため、関係機関と連携し技術の向上を目指して

参ります。 

※8 月25 日（金）に研究セミナー畜産環境部会を開催します。テーマは「指定混合肥料を

用いたネギ栽培試験」の予定です。                   （企画情報課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月下旬の様子 バイオ炭をまいた後の様子 



トピックス                           
 

福之姫の功績 
 

 先日、家畜改良事業団が繋養する黒毛和種種雄牛「福之姫」が急逝し、日本農業新聞の１面に

掲載されたほか、死亡の情報が流れるとSNS 上でも急死を悼む投稿が急増するなど、畜産業界

に大きな衝撃が走りました。 

この福之姫の能力は、増体、枝肉成績ともにすばらしく、全国肉用枝肉共励会において、令和

３年、４年と２連覇しており、また、昨年度、開催された全国和牛能力共進会鹿児島大会の肉牛

の部（去勢肥育牛８区）に全国から選抜された出品牛は、58 頭のうち28 頭が福之姫を一代祖

としたものでした。 

 さらには、精液は、これまで約38 万本が販売されたとのことで、矢板家畜市場においても令

和５年５月の出荷牛の20％がこの福之姫を一代祖としています。   

このように多大な功績を残した福之姫は、大田原市の繁殖農家で飼養されている高育種価の

「ふくひめ３」に、同じく栃木県で育成された「芳之国」を掛け合わせ、作出された種雄牛であ

り、まさに純栃木産！、栃木が誇るスーパースターです。そして、この福之姫の父親である芳之

国の母「よしえ」は、当センター（旧畜産試験場）が実施する受精卵配布事業で配布された受精

卵から誕生した雌牛となるのです。当センターでは、その母にあたる「とよくに９６」を平成８

年から平成19 年まで飼養しており、現在も、「とよくに９６」の血を引く優良繁殖雌牛（スー

パー和牛）を複数頭飼養し、名号にも「とよくに」という文字を入れ、大切に引き継いでいま

す。 

今後も、繁殖基盤の強化に加え、「福之姫」を超える素晴らしい種雄牛生産につなげていける

よう、引き続き、優良血統の受精卵の生産・配布を実施していきますので、皆様の御協力をお願

いいたします。 

 

「福之姫」のご冥福を心からお祈りいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          「福之姫」                 福之姫の血統表 

 

※写真・血統表は 「黒毛和種種雄牛案内（平成5(2023)年版）」（一社）家畜改良事業団 より抜粋 

（肉牛研究室） 



イベント情報                             
栃木県学校農業クラブ連盟家畜審査競技会を開催！ 

６月６日、当センターにおいて県内７校の農業高校で組織される栃木県学校農業クラブ連盟主

催による「畜産審査競技会」が開催されました。 

この競技会は、畜産を学ぶ県内の高校生がより優れた資質を持つ牛を選ぶ審美眼を競う大会で

す。今年は熊本県で開催される全国大会の予選を兼ねて、肉牛と乳牛両部門を同時開催し、肉牛

の部では６校から29 名、乳牛の部では7 校から35 名の選手が参加しました。 

選手たちは限られた時間の中で直接触れて何度も確認し、真剣に取り組んでいました。将来、

本県の畜産を担う農業者として優れた牛を見極める力は重要なスキルとなります。 

当センターでは今後も畜産後継者支援を積極的に取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農研機構と連携した研究を進めていきます 

 6 月 22 日、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）畜産研究部門

とセンターとの連携協力会合を開催しました。 

 両機関から 10 名ずつの研究員が出

席し、トピック的な取組についてお互

いにプレゼンを実施し、意見交換を行

いました。 

 センターとしては、全国規模で高度

な研究を進める農研機構に隣接すると

いう地の利を活かして、支援をいただ

きながら研究員のスキルアップを図る

とともに、共同研究など、より高度で

実践的な研究を効率的に進めていきた

いと考えます。 

                             （企画情報課） 
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